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事業の実施状況 

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の

整備に関する事業 

事業名 【NO.1（医療分）】 

病床の機能分化・連携を推進するための

基盤整備事業 

【総事業費】 

0 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 府内各病院 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

地域医療構想を踏まえ、将来不足が見込まれる回復期病床の

確保に向けた取組みの促進が必要。 

アウトカム指標：回復期病床の機能転換数 2,033 床 

事業の内容（当初計画） 急性期、慢性期病床から地域包括ケア病床等に転換するため

の改修等を行う府内の病院に対する補助。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

整備対象医療機関数：４２医療機関 

アウトプット指標 

（達成値） 
      ― 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

 

（１） 事業の有効性 

      ― 

（２）事業の効率性 

      ― 

その他 事業実施なし。 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備

の整備に関する事業 

事業名 【NO.2（医療分）】 

地域医療機関ＩＣＴ連携整備事業 

【総事業費】 

0 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

病床機能分化・連携のため、患者が安心して転退院できる

ような病院・診療所間の切れ目のない医療連携体制整備が

必要。 

アウトカム指標： 

逆紹介患者率の増加 0％→5％増加 

（27 年度→29 年度まで） 

事業の内容（当初計画） 地域の連携拠点となる病院に対し、診療情報ネットワーク

の導入や拡充に必要な機器整備、システム導入費・改修費

等の初期経費を支援する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

地域医療機関ICT 連携整備数：15 か所 

（H28 累計:16 か所 → H29 累計：31 か所） 

アウトプット指標 

（達成値） 
      ― 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

 

（１）事業の有効性 

      ― 

（２）事業の効率性 

      ― 

その他 事業実施なし。 

 

 
 

 

 

 



   

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備

の整備に関する事業 

事業名 【NO.3（医療分）】 

救急から回復期への病床機能分化促進

事業 

【総事業費】 

15,047,840 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関、大阪府（大阪府医師会、エヌ・ティ・ティ・デー

タ関西へ委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域医療構想を踏まえ、将来不足が見込まれる回復期病床

の確保に向けた取組みの促進が必要。 

アウトカム指標：回復期病床の機能転換数 2,033 床 

事業の内容（当初計画） ○大阪府救急・災害医療情報システムにおいて各医療機関の

受入実績を把握するとともに、各医療機関へ救急搬送され

た患者情報を入力し、救急隊の入力した情報とリンクさせ、

実施基準の検証、各圏域の救急医療体制の充実につなげる

ためのシステム改修等を行う。  

○蓄積したデータを基に、救急受入実績等の地域における患

者の流れを把握し、医療機関の救急告示に制限を設ける。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

患者情報の入力件数の増加 

400,000 件（Ｈ27：398,789 件→Ｈ29：400,000 件） 

アウトプット指標 

（達成値） 

患者情報の入力件数 

465,216 件（Ｈ29） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 303 床が「回復期」病床へ転換（平成 28・29 年度の 2

ケ年事業 40 床を含む） 

（１）事業の有効性 

ORION(情報収集システム)の医療サイド及び消防サイドの

データ収集の利便性を向上させたことにより、より精度の

高い情報を収集することができ、有効な検証に結びつける

ことができた。 

 

（２）事業の効率性 

豊富な実績とノウハウを有するエヌ・ティ・ティ・データ関

西に委託して運営することにより、事業を効率的に行うこ

とができた。 



   

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の

整備に関する事業  

事業名 【NO.4（医療分）】 

訪問看護ネットワーク整備による医療連携

体制強化事業 

【総事業費】 

57,884 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府訪問看護ステーション協会、大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

病床の機能分化・連携によって在宅へ移行する高齢者の増大

に伴い、在宅医療のさらなる充実が求められる中、利用者の

様々なニーズに応えることができる規模を拡大した訪問看護

ステーションを整備することで、訪問看護サービスの安定供

給を図る必要がある。 

アウトカム指標： 

訪問看護ステーションと他の医療機関のネットワーク（新規）

増加数 46 件（Ｈ28 見込）→50 件（Ｈ29） 

事業の内容（当初計画） 訪問看護ステーションの 24 時間対応、緊急訪問、重症度の高

い患者の受け入れ等の多機能化及び訪問看護の安定的な供給

を実現し、もって訪問看護サービスの向上を図る。他の訪問

看護ステーション、介護事業所、医療機関等が訪問看護情報

等のデータを記録・共有し、医療連携体制の強化をめざすＩ

ＣＴシステム等の導入を支援する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

訪問看護ステーションのＩＣＴシステム新規導入数 

34 件（Ｈ28 見込）→40 件（Ｈ29） 

アウトプット指標 

（達成値） 

訪問看護ステーションのＩＣＴシステム新規導入数 

Ｈ29 年度：20 件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた  

⇒ 43 件 

（検討に時間を要しているところもあり、支援を継続してい

く。） 

（１）事業の有効性 

 本事業の実施により、全体の 6 割を占める小規模な訪問看

護ステーションが、ＩＣＴの活用等により、ステーションの

規模拡大・機能強化の実施や、複数の訪問看護ステーション

間等の相互ネットワークの構築が図られ、訪問看護利用者の

増加やサービスの質が向上するなど、在宅看護の安定的な供

給体制の整備に寄与した。 



   

（２）事業の効率性 

 事業説明会を、協会の事業報告会や、当該地区のブロック

で開催されているブロック会議に盛り込んで周知を行うこと

により効率的かつ効果的な事業周知ができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整

備に関する事業 

事業名 【NO.5（医療分）】 

がん診療施設設備整備事業 

【総事業費】 

77,555 千円 

事業の対象となる区

域 

豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

がん患者数が増加する中、がん診療施設において手術療法、放

射線療法及び化学療法等に対して効率的かつ高度ながん医療

の提供が必要である。 

アウトカム指標：回復期病床への機能転換数 2,033 床  

事業の内容（当初計

画） 

各医療圏の医療機器配置のバランスを考慮し、がん医療の均て

ん化を図るために必要な医療機器等の整備を支援、がん医療提

供体制の強化を図る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

府内各がん診療拠点病院への整備（がん診療拠点病院 15 施設） 

（Ｈ28 までの累計：51 施設→Ｈ29 累計：66 施設） 

アウトプット指標 

（達成値） 

府内各がん診療拠点病院への整備（がん診療拠点病院 4 施設へ

補助）（Ｈ29 累計：55 施設） 

事業の有効性・効率性 事業終了後１年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 303 床が「回復期」病床へ転換 

（平成 28・29 年度の 2 ケ年事業 40 床を含む。）。 

（１）事業の有効性 

 設備整備を支援することにより、がん診療拠点病院の機能 

 を充実し、国・府拠点病院に求められる機能に適合すると 

 共に、府内のがん医療の水準向上が図れた。 

（２）事業の効率性 

 事前にがん拠点病院に対して意向調査等を行うことにより、

効率的な事業執行を行うことができた。 

 

その他  

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備

の整備に関する事業 

事業名 【NO.6（医療分）】 

地域医療連携推進事業 

【総事業費】 

104,518 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府医師会、地区医師会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域における在宅医療・介護連携の基盤となる体制構築は

一定進みつつあるが、今後、急増する高齢者の在宅医療の

需要に対応し、病床機能分化・連携を推進するためには、

医療機関への働きかけ等を通じた訪問診療を行う医療機関

及び実施件数の増加が必要。 

アウトカム指標： 

・回復期病床への機能転換数 2,033 床 

・訪問診療の実施件数の増加 17％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 107,714 件から平成 29 年度 126,195 件への

増加を見込）  

事業の内容（当初計画） ① コーディネータの活動支援 

地域の医療提供体制充実に取り組む医師会に対する経

費の一部補助。 

② コーディネータの機能向上 

コーディネータ同士で取組みを情報共有する会議を開

催。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

在宅医療推進コーディネータ機能の確保地区（全５７地区） 

アウトプット指標 

（達成値） 

在宅医療推進コーディネータ機能の確保地区（全５７地区） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

●回復期病床への機能転換数 2,033 床 

 観察できなかった  観察できた 

⇒303 床が「回復期」病床へ転換 

（28・29 年度の 2ケ年事業 40 床を含む。） 

●訪問診療の実施件数の増加 17％以上 

観察できなかった  観察できた 

⇒平成 29 年度のデータは未公表 

【参考】訪問診療実施件数 



   

 Ｈ26 年度 107,714 件⇒Ｈ28 年度 134,342 件（推計※） 

 ※平成 28 年度訪問診療実施診療所数・病院数（2,689 件、 

NDB データ）に平成 26 年度における 1 医療機関あたり 

の訪問診療件数（49.96 件）を乗じて推計 

（１） 事業の有効性 

各地区医師会に配置されたコーディネータが、各地域の

医療機関の状況の把握を中心に行うことにより、在宅医療

に取り組む診療所等を訪問するなど、それぞれの地域特性

に応じて在宅医療の拡充を図る取組みをコーディネータが

行うことで、在宅医療提供体制の強化を図った。 

 

（２） 事業の効率性 

コーディネータの質の向上を図るためのグループワーク

を中心とした研修会を 6 回開催することで、コーディネー

タの効率的な活動を支援することができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.7（医療分）】 

在宅医療の普及促進事業 

【総事業費】 

4,021 千円 

事業の対象となる区

域 

豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府医師会、地区医師会、病院 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

 超高齢社会を迎えた現在、在宅医療を推進するためには、患

者・家族が在宅移行を選択する際に、適切な情報提供や安心し

て相談できる体制整備が課題。そのため、患者・家族の意思決

定支援や相談を行う医療従事者に対し、看取りも含めた在宅医

療への理解促進が必要。 

アウトカム指標： 

・訪問診療の実施件数の増加 17％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 107,714 件から平成 29 年度 126,195 件への増

加を見込）  

事業の内容（当初計

画） 

在宅医療（看取り等）に携わる医療従事者等を対象に、各地域

で在宅医療の理解促進に向けた講演・研修等を行い、普及啓発

を図る事業。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

在宅医療の普及促進事業（研修会等）12 回 

（Ｈ28 までの累計：0 回→Ｈ29 累計：12 回） 

アウトプット指標 

（達成値） 

在宅医療の普及促進事業（研修会等）11 回 

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた  

⇒ 平成 29 年度のデータは未公表 

【参考】訪問診療実施件数 

 Ｈ26 年度 107,714 件⇒Ｈ28 年度 134,342 件（推計※） 

 ※平成 28 年度訪問診療実施診療所数・病院数（2,689 件、 

NDB データ）に平成 26 年度における 1 医療機関あたり 

の訪問診療件数（49.96 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

医療従事者に対し、看取りを含めた在宅医療について、各地

域で普及促進を行うことで、在宅医療に対して正しい理解の普

及を促進した。また、在宅医療に携わる人材養成を行い、在宅

医療体制の整備を図った。 

（２）事業の効率性 

府医師会、病院協会を通じた周知を行うことにより、地区医



   

師会・医療機関等に効率的な募集を行うことができ、より多く

の医療従事者に対し理解を促すことができたことから患者・家

族に対して効率的な普及啓発につながった。 

 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.8（医療分）】 

在宅医療移行支援事業 

【総事業費】 

66,266 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 （１）在宅医療移行体制確保事業 医療機関 

  （地域医療支援病院及び在宅療養後方支援病院を除く） 

（２）退院支援強化研修 大阪府看護協会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

今後、増大する在宅医療療養患者の急変時に対応できる後方

支援体制を備える病院を増やす必要がある。あわせて入院医

療機関と在宅医療に係る機関や地域の福祉関係施設との連携

強化、看護職と多職種との協働体制、医療機関の看護師の対

応能力の向上が不可欠。 

アウトカム指標： 

退院支援加算Ⅰの施設基準を取得した医療機関数 

0 施設（Ｈ28）→11 施設（Ｈ29）  

事業の内容（当初計画） （１）在宅医療移行体制確保事業 

退院調整を行う看護職員の新たな配置に必要な経費の一部

を補助。 

（２）退院支援強化研修 

病院の退院調整業務のうち、教育的役割を担う看護職員等

を対象に、多職種との連携に必要な知識の習得等を図るた

めの研修を実施。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

（１）補助対象数 11 施設  

（２）研修参加者 200 名 

アウトプット指標 

（達成値） 

（１）補助対象数 10 施設  

（２）研修参加者 233 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒退院支援加算Ⅰの施設基準を取得した医療機関数：5 施設 

（事業を活用し、新たに退院支援加算Ⅰを取得した施設） 

  その他、7 施設（※）が新たに退院支援加算を取得するなど、加算基準Ⅰはに

向けて取り組む病院は増加。※近畿厚生局の施設基準届出による 

（１）事業の有効性 

 退院調整を行う部門の整備、人員の養成を図ることで、病



   

院と地域の医療機関の連携が強化され、退院支援の充実につ

ながった。 

（２）事業の効率性 

 府全域において、一定の退院支援が行えるよう、地域偏在

を考慮した事業運営をすることで、効率的な事業執行ができ

た。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.9（医療分）】 

在宅医療推進協議会運営事業 

【総事業費】 

82 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢化の進展に伴い在宅医療ニーズが増加する中で、在宅医

療における多職種間の連携が求められている。府内の在宅医

療の状況把握や、多職種間での連携した課題解決に向けた推

進方針についての検討の場が必要。 

アウトカム指標： 

訪問診療の実施件数の増加 17％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 107,714 件から平成 29 年度 126,195 件への 

増加を見込）  

事業の内容（当初計画） 医師会、歯科医師会、薬剤師会、看護協会、訪問看護ステー

ション協会、病院協会等、在宅医療に係る関係者が一堂に会

して協議する場である在宅医療推進協議会を設置・運営する。

※既存の大阪府医療審議会の専門部会として設置 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

在宅医療推進協議会開催数：1 回 

アウトプット指標 

（達成値） 

在宅医療推進協議会開催数：1 回 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒平成 29 年度の数値は未公表 

【参考】訪問診療実施件数 

 Ｈ26 年度 107,714 件⇒Ｈ28 年度 134,342 件（推計※） 

 ※平成 28 年度訪問診療実施診療所数・病院数（2,689 件、 

NDB データ）に平成 26 年度における 1 医療機関あたり 

の訪問診療件数（49.96 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

 在宅医療にかかる多職種の関係者が一堂に会して協議を実

施することにより、在宅医療の提供体制・連携体制の構築に

関する課題抽出・対応策の検討等を効果的に行う事ができた。 

 

（２）事業の効率性 



   

 既存審議会の部会として設置することで、協議会の運営を

効率的に行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.10（医療分）】 

在宅歯科医療連携体制推進事業 

【総事業費】 

67,625 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府歯科医師会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

今後、増加が見込まれる在宅患者等に対して、生活の質の向

上や誤嚥性肺炎の予防等のため、居宅や施設における口腔ケ

アの充実、在宅歯科医療にかかる提供体制の強化が必要。 

アウトカム指標：訪問歯科診療の実施件数の増加 9.7％以上

（医療施設調査）（平成 26 年度 62,057 件から平成 29 年度

68,082 件への増加を見込む） 

事業の内容（当初計画） 大阪府歯科医師会に在宅歯科医療連携室（＊1）を設置すると

ともに、各郡市区歯科医師会に在宅歯科ケアステーション（＊

2）の設置を推進し、在宅歯科医療の推進及び他分野との連携

強化を図る。 

＊1 在宅歯科医療連携室 

  在宅医療に携わる歯科医師ための資質維持・向上の研修

会、各地域からの情報管理 

＊2 在宅歯科ケアステーション 

  在宅歯科医療における医科や介護等の分野との連携を図

るための窓口 

アウトプット指標  

（当初の目標値） 

在宅歯科ケアステーションの設置個所数（56 地区見込み） 

（現状値：平成 28 年度 50 地区） 

アウトプット指標 

（達成値） 

在宅歯科ケアステーションの設置個所数 

56 地区 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度の指標は未公表 

【参考】平成 28 年度 71,462 件（平成 29 年度目標件数：68,082 件） 

   ※平成 28 年度訪問歯科診療実施診療所数・病院数（計 1,779 件 

 NDB データ）に平成 26 年度における 1医療機関あたりの訪問 

歯科診療件数（40.17 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

 本事業の実施により全ての地区（56 地区）に在宅歯科ケア

ステーションを設置。在宅医療に携わる歯科医師の資質向上



   

や、地域における在宅歯科医療の推進により、在宅歯科医療

にかかる提供体制の強化を図ることができた。 

これにより、在宅歯科ケアステーションへの相談件数が事

業を実施した 3 年間で倍増した。 

 

（２）事業の効率性 

 本事業では、事業の手続きについて事業主体に十分な説明

を行い、在宅歯科医療連携室と各地区の在宅歯科ケアステー

ションが密に連携することにより、効率的な執行ができた。 

その他 ・在宅歯科ケアステーションへの相談件数 

 1,220 件（H27 年度）⇒2,362 件（H29 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.11（医療分）】 

摂食嚥下障害対応可能な歯科医療従事

者育成事業 

【総事業費】 

3,715 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府歯科医師会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

要介護度が高く摂食嚥下障害を有する患者は、歯科診療の

際、誤嚥を誘発し死亡に繋がるリスクも高いことから、在宅

での治療が敬遠される傾向があった。今後、在宅医療ニーズ

の増加に伴い、増加が見込まれる摂食嚥下障害を有する在宅

患者等に対して、生活の質の向上や誤嚥性肺炎の予防等のた

め、居宅や施設における口腔ケアの充実、在宅歯科医療にか

かる提供体制の強化が必要。 

アウトカム指標： 

⇒訪問歯科診療の実施件数の増加 9.7％以上 

（医療施設調査） 

（平成 26 年度 62,057 件から平成 29 年度 68,082 件への増

加を見込む） 

事業の内容（当初計画） 摂食嚥下障害の対応について精通した歯科医師が、地域の歯

科医師に対し、摂食嚥下障害の診断と訓練方法について、実

地研修を行うことにより、摂食嚥下障害に対応可能な歯科医

師の確保や質の向上を図る。そのため、摂食嚥下障害の対応

について精通した歯科医師が、地域における訪問歯科診療で

の診断（嚥下内視鏡検査含む）・訓練方法について、実地研修

を行う。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

歯科医療従事者向け研修の受講者（56 名） 

アウトプット指標 

（達成値） 

歯科医療従事者向け研修の受講者数 56 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度の指標は未公表 

【参考】平成 28 年度 71,462 件（平成 29 年度目標件数：68,082 件） 

   ※平成 28 年度訪問歯科診療実施診療所数・病院数（計 1,779 件 

 NDB データ）に平成 26 年度における 1医療機関あたりの訪問 



   

歯科診療件数（40.17 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、地域の歯科医師が摂食嚥下障害にかかる

診断等について、実地研修を含む効果的な研修を受講したことに

より、摂食嚥下障害に対応可能な歯科医師を養成できた。これによ

り、在宅歯科医療にかかる提供体制の強化を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

本事業では、事業の手続きについて手引きを作成し事業主体に

提供することにより、効率的な執行を行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.12（医療分）】 

在宅医療を支える歯科衛生士の人材育

成事業 

【総事業費】 

2,795 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内

圏域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府歯科衛生士会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

今後、増加が見込まれる在宅患者等に対して、生活の質の

向上や誤嚥性肺炎の予防等のため、居宅や施設における口

腔ケアの充実、在宅歯科医療にかかる提供体制の強化が必

要。 

アウトカム指標： 

訪問歯科診療の実施件数の増加 9.7％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 62,057 件から平成 29 年度 68,082 件への

増加を見込む） 

事業の内容（当初計画） 在宅歯科医療や在宅での口腔ケアに関する知識・技術の習

得レベルに応じて、在宅医療に従事する歯科衛生士の人材

育成のための研修会を実施する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修の受講者数（170 名見込み） 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修の受講者数 197 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度の指標は未公表 

【参考】平成 28 年度 71,462 件（平成 29 年度目標件数：68,082 件） 

   ※平成 28 年度訪問歯科診療実施診療所数・病院数（計 1,779 件 

 NDB データ）に平成 26 年度における 1医療機関あたりの訪問 

歯科診療件数（40.17 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、地域の歯科衛生士が在宅歯科医療や在

宅での口腔ケアに関する知識・技術について、実際に使う機器等

の使用方法など実践的な研修を受講したことにより、在宅歯科

医療に関わる歯科衛生士を効果的に養成できた。これにより、在

宅歯科医療にかかる提供体制の強化を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

本事業では、事業の手続きについて事業主体に十分な説明を



   

行うことにより、効率的な執行を行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.13（医療分）】 

歯科技工士の人材育成事業 

【総事業費】 

2,359 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府歯科技工士会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

今後、増加が見込まれる摂食嚥下障害を有する在宅患者等に

対して、生活の質の向上や誤嚥性肺炎の予防等のため、居宅

や施設における口腔ケアの充実、在宅歯科医療にかかる提供

体制の強化が必要。そのなかでも、安全で質の高い歯科補て

つ物等を安定して供給するためには、侵襲の少なく安全安心

な歯科技工技術の提供体制が必要。 

アウトカム指標： 

訪問歯科診療の実施件数の増加 9.7％以上（医療施設調査）

（平成 26 年度 62,057 件から平成 29 年度 68,082 件への増

加を見込む） 

事業の内容（当初計画） ＣＡＤ／ＣＡＭシステムを使用した歯科技工の知識及び技 

術を習得させるとともに、最新の歯科技工に対応できる歯 

科技工士の育成のための研修会を技工技術の習得具合に分 

け実施する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修の受講者数（100 名見込み） 

 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修の受講者数 140 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度の指標は未公表 

【参考】平成 28 年度 71,462 件（平成 29 年度目標件数：68,082 件） 

   ※平成 28 年度訪問歯科診療実施診療所数・病院数（計 1,779 件 

 NDB データ）に平成 26 年度における 1医療機関あたりの訪問 

歯科診療件数（40.17 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、地域の歯科技工士がＣＡＤ／ＣＡＭシス

テムを使用した歯科技工について、実際に使う機器等の使用方法

など実践的な研修を受講したことにより、これらの知識及び技術

を習得した歯科技工士を効率的に養成できた。これにより、在宅



   

歯科医療にかかる提供体制の強化を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

本事業では、事業の手続きについて事業主体に十分な説明を行

うことにより、効率的な執行を行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.14（医療分）】 

薬局の在宅医療推進事業 

【総事業費】 

3,877 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府薬剤師会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

今後、在宅患者の増加に伴い、在宅での薬剤管理のニーズも

高まるが、居宅や施設における薬剤管理の経験が乏しい薬局

薬剤師が多いため、必要な知識・技術を強化し、在宅対応薬

局の増加を図る必要がある。 

アウトカム指標： 

在宅患者調剤加算薬局数の増加：208 件 

（平成 29 年度当初：1,377 件から平成 31 年度末 1,585 件

への増加を見込む） 

事業の内容（当初計画） 在宅医療に取り組む薬局の薬剤師を対象として、嚥下困難患

者や認知機能低下患者等、症状に応じた薬剤師の介入方法や

バイタルチェック手法の習得等、在宅での薬剤師の業務等に

ついて研修を実施する。 

（研修内容） 

（１）座学による集合研修（11 回） 

（２）患者宅への同行訪問による研修の実施（200 人） 

  【対象】薬局の薬剤師 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

訪問薬剤管理に係る研修の受講者数（200 名見込み） 

アウトプット指標 

（達成値） 

訪問薬剤管理に係る研修の受講者数（同行研修 85 名） 

 ※同行研修前の集合座学：1,109 名が受講（11 回実施） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

在宅患者調剤加算届出薬局数: 

 ⇒ 1,377 件(H29.4) → 1,539 件(H30.3) 

無菌調剤加算届出薬局数:  

⇒ 79 件(H29.4) →   93 件(H30.3) 

（１）事業の有効性 

 本事業の実施により、在宅患者調剤加算届出薬局数に加え

て無菌調剤加算届出薬局数も増加し、府内の在宅医療の受入

体制の推進に寄与していると考える。 



   

（２）事業の効率性 

 座学による導入研修を事前必修とすることで、同行研修を

実践的かつ効率的に行うことができた。 

その他 本研修の実績として、府内の在宅訪問や無菌調剤室の共同利

用を行う薬局数は一定程度伸長した。 

平成 30 年度の実施においては、既に導入研修を受講済みと

なっている薬剤師が多いことから、見込みに沿ったより多く

の同行研修への参加を見込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.15（医療分）】 

精神科病院への機器整備による精神障

がい者地域移行定着支援事業 

【総事業費】 

0 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 精神科病床を有する医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

精神疾患を抱える患者が身体合併を発症した際、救急搬送先

の決定に時間を要するという課題があることから、迅速で適

切な処置につながるような医療体制の整備が必要。 

アウトカム指標：身体合併症を受け入れ可能な精神科病院

（合併症支援病院）：17 医療機関→20 医療機関（平成 27 年

度累計→平成 29 年度累計）  

事業の内容（当初計画） 一般救急での一定の処置を終えた患者の受け入れや一旦受

入れた患者の急変時に適切な対応を行うための施設整備を

行うことで、在宅における身体合併症患者の支援を推進す

る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

合併症支援病院機器整備数 1 医療機関 

（Ｈ28 累計：13 医療機関→Ｈ29 累計：14 医療機関） 

アウトプット指標 

（達成値） 

― 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

（１） 事業の有効性 

 ― 

（２）事業の効率性 

 ― 

 

その他 事業実施なし。 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.16（医療分）】 

一般救急病院への精神科対応等による

精神障がい者地域移行定着支援事業 

【総事業費】 

39,053 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪精神科病院協会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

精神疾患を抱える患者が身体合併を発症した際、特に夜間・

休日においては、疾患の緊急度と重症度に応じた迅速で適切

な処置につながる医療体制の整備を図る必要がある。 

アウトカム指標： 

平成 29 年度夜間・休日における身体合併症患者受入数 

：130 名（平成 27 年度 60 名）  

事業の内容（当初計画） 精神症状への診療相談を当番精神科医が受けるとともに、 

精神科病院に身体科医師が待機して身体症状の診療相談を 

受けられるようにして、双方の受け入れをスムーズにする。 

・身体合併症支援病院において、輪番時に受け入れた合併 

症患者の継続的な処置のコーディネートや急変時の対応 

を一般化医等が行う体制を整備する。 

・一般救急病院に対し精神科的なコンサルテーションを行 

う体制を整備する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

府内身体科二次・三次救急病院における本事業の 

利用割合※：25％⇒40％（27 年度→29 年度） 

アウトプット指標 

（達成値） 

府内身体科二次・三次救急病院における本事業の 

利用割合：21％⇒43%（27 年度→29 年度） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

平成 29 年度夜間・休日における身体合併症患者受入数 

⇒ 128 名 （平成 27 年度 60 名） 

目標は概ね達成、本事業の利用割合も順調に増加してお

り、更なる事業の周知を図る。 

（１）事業の有効性 

夜間・休日の精神科・身体科合併症患者の受入れに際し、一

般科救急病院に対して精神科的なコンサルテーションを行

うとともに、精神科病院への身体科サポート体制を整備する

ことにより、合併症患者について一般科病院での対応がスム



   

ーズとなるとともに、入院対応が必要な患者について精神科

病院での迅速な受入れができた。 

（２）事業の効率性 

本事業の実施にあたり、府内の精神科病床をもつ医療機関と

のつながりの深い大阪精神科病院協会に委託したことで、夜

間・休日の精神・身体合併症患者を受け入れる合併症支援病

院の確保が効率的に進んだ。 

その他 ※利用割合とはこれまで本事業を利用した経験のある府内

身体科二次・三次救急病院の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.17（医療分）】 

訪問看護師確保定着支援事業 

【総事業費】 

31,299 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府看護協会、大阪府訪問看護ステーション協会、大阪府立

大学 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

在宅医療の充実が求められる中、病院中心の医療から地域・在

宅医療へと円滑に移行させるためには訪問看護師の確保と定

着が必要。 

アウトカム指標：訪問看護師数の増加 

3,640 人→4,700 人（平成 27 年度→平成 30 年度末）  

事業の内容（当初計画） 訪問看護師の確保にあたっては、訪問看護の魅力を伝えるイン

ターンシップ事業や、訪問看護の経験の浅い看護師が訪問看護

ステーションに不安なく勤務できるよう現場研修を実施する。 

また、訪問看護師の定着・養成にあたっては、訪問看護キャリ

ア・経験に応じた専門研修を実施するとともに、看護師の代替

職員雇用経費を補助し、訪問看護師の質の向上と定着を図る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

資質向上を図る研修や職場体験実習（参加者数 1,500 人以上） 

アウトプット指標 

（達成値） 

資質向上を図る研修や職場体験実習（参加者数 5,526 人以上） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ Ｈ30 年度末の指標は未公表 

【参考】平成 29 年度：5,134 人 

 

（１）事業の有効性 

 訪問看護師の確保・定着、資質向上を図るための各種助成事

業・研修事業を実施したことで、訪問看護の安定的な供給体制

の整備を進めることができた。 

 

（２）事業の効率性 

 大阪府では、府内を 11 のブロックに分類、各地区に地域の

実情にあわせた実践的な研修や相談業務、医介連携事業を行う

教育ステーション（Ｈ29 年度は 11 ブロック 19 ステーション）



   

を設置し、それぞれの地域の実情に応じた施策を効率的に実施

することができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.18（医療分）】 

小児のかかりつけ医確保事業 

【総事業費】 

1,925 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府医師会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

医療的ケアが必要な小児が地域で在宅生活を送る件数が増加

する中、地域で訪問診療等が可能なかかりつけ医の確保が課

題。 

特に、成人移行が近い症例に対応できるかかりつけ医の確保

が課題であるため、小児科以外の内科医等の医師の育成が必

要。 

アウトカム指標： 

訪問診療の実施件数の増加 17％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 107,714 件から平成 29 年度 126,195 件への増

加を見込） 

事業の内容（当初計画） 成人移行が近い症例等に対し、円滑な移行及び診療のために

かかりつけ医を確保する・ 

（１）実技研修実施 内科医等を対象に研修を実施 

（２）同行訪問研修 内科医等と小児科医が患児宅へ同行訪

問 

（３）小児在宅医療に関心があり、訪問診療等連携可能な医

師の把握 

（４）その他（保健所において研修を実施） 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修受講者数 25 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修受講者数 66 人（大阪府医師会：30 名、保健所：36 名） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度分は未公表（医療施設調査は 3 年に 1 回） 

【参考】府保健所で支援している在宅高度医療児の地域医療機関利

用率を見ると、平成 26 年度 52.5%から、平成 29 年度 67.5％へ増

加している。 



   

（１）事業の有効性 

 研修に参加した地域の小児科医や内科医等訪問診療医及び

医療スタッフは、医療的ケアに必要な医療技術の習得、小児の

特性理解、在宅療養支援のためのネットワークの必要性の理

解を深めることができた。 

（２）事業の効率性 

 大阪府医師会で実施する研修会以外に、保健所で地域ごと

に実施する保健所の研修会も活用することで効率的な事業実

施ができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.19（医療分）】 

難病患者在宅医療支援事業 

【総事業費】 

22,301 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、大

阪急性期・総合医療センター、近畿大学医学部附属病院、近畿

大学医学部堺病院、関西医科大学附属病院、市立東大阪医療

センターに委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

難病患者は、診療後はより身近な医療機関で適切な医療を受

けることができる体制を確保することが望まれるものの、地

域医療機関のスタッフは、難病患者に関する経験や知識が少

なく、難病患者及び家族も、地域で療養生活を送ることにつ

いての理解や知識が不足している。このような状況の下、難

病専門病院が中心となり地域医療機関と連携し、地域で安定

した療養生活が続けられるよう地域医療連携体制のさらなる

整備が必要。 

アウトカム指標：難病患者に係る連携が日常的に行われる地

域診療所等の増加  

334 機関（平成 28 年度末）→654 機関（平成 30 年度末）  

事業の内容（当初計画） 地域診療所等スタッフの難病に関する知識の向上と各医療機

関がそれぞれの役割について認識を深め、在宅医療を支える

医療体制整備を強化するために下記研修を実施する。 

① 同行訪問型研修：地域医療機関スタッフの知識・ケア技術

の向上と不安の解消を図る。 

② 講義型研修：同行訪問型研修での事例に基づく疾患やケア

に関する講義・実習や事例検討などの研修を行うことで地

域医療機関の連携を推進する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

① 同行訪問実施件数 360 件／年 

② 研修受講者数 1,400 人／年 

アウトプット指標 

（達成値） 

① 同行訪問実施件数 291 件／年 

② 研修受講者数 1,228 人／年 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒目標値は平成 30 年度末のため 

【参考】平成 29 年度末時点：520 機関 



   

※入院中から病院と地域関係機関との連携が促進され、患者

が退院後も安心して住み慣れた場所（自宅、施設等）で療養生

活を継続することができる。 

（１）事業の有効性 

同行訪問は、入院中から在宅移行を見据えて、院内職員と

地域医療機関と情報を共有することで、患者、家族、在宅

関係職種についても安心して支援ができると医療機関か

らの意見がある。地域において、退院後の患者の在宅療養

先である自宅等への訪問によって、地域のケアスタッフへ

の医療などの知識の向上にもつながっている。 

また、難病専門病院が主催する研修会は、難病患者の地域

課題を研修テーマとして取り上げることで、関係機関との

連携を図ることができ、地域における難病患者支援の充実

に繋がっている。 

加えて、事業委託した難病専門病院は、難病患者支援に係

る地域医療機関スタッフの育成についてのノウハウを獲

得し、各 2 次医療圏域における難病医療の中心を担う病

院であるという認識が育成されるなど、目標に向けて有効

に進捗している。 

 

（２）事業の効率性 

府内の難病に関する専門的な情報を有する複数の医療機

関に事業を委託することにより、効率的に研修が実施でき

た。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.20（医療分）】 

在宅療養における栄養ケア事業 

【総事業費】 

4,847 千円 

事業の対象となる区

域 

豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（一部大阪府栄養士会、大阪府食生活改善連絡協議会に

委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

○在宅療養者や要介護者の増加に伴い、在宅での栄養ケアサー

ビスの需要増大が予測される。しかし、それらを担う管理栄養

士が不足しているため人材の育成が急務。 

○在宅医療連携体制の中で管理栄養士と他職種との連携が図れ

ていない。在宅療養者のニーズに応じた食支援を行うために

は、栄養ケアサービスを提供する拠点を整備し、多職種連携に

よる栄養ケア体制の構築が必要である。 

アウトカム指標：在宅療養者への栄養ケアサービスの拠点整備 

4 圏域（Ｈ28）→8 圏域（Ｈ29） 

事業の内容（当初計

画） 

○在宅療養者の食生活改善等に資するため、市町村、地域の医

療機関等による連絡会議を開催し、地域で栄養ケアを実施する

ための必要な検討を行うことで、在宅療養における栄養ケア体

制の連携推進を図る。 

○多職種によるワーキンググループを設置し、栄養ケア体制の

連携促進マニュアルを作成する。また、在宅栄養ケアスタッフ

研修会の開催及び各地域での在宅療養者への栄養ケアサービ

スをモデル実施する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

○連絡会議の開催 27 回、ワーキンググループの開催 6 回 

○在宅栄養ケアスタッフ研修会 8 回 

○在宅療養者及び介護者に対する栄養相談 20 回 

○在宅療養者及び介護者に対する調理指導 25 回 

アウトプット指標 

（達成値） 

○連絡会議の開催 13 回、ワーキンググループの開催 20 回 

○在宅栄養ケアスタッフ研修会 8 回 

○在宅療養者及び介護者に対する栄養相談 19 名 53 回 

○在宅療養者及び介護者に対する調理指導 25 回 762 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 在宅療養者への栄養ケアサービスの拠点整備 

4 圏域（Ｈ28）→7 圏域（H30 年度中） 



   

 （１）事業の有効性 

目標には達していないものの、当年度の事業により在宅療養者

への栄養ケアサービスの拠点が 4 圏域だったものから 7 圏域

へと整備されたことから事業の効果があったと考える。 

（２）事業の効率性 

一部を大阪府栄養士会、大阪府食生活改善連絡協議会に委託し

たことで府域全域において効率的な取組を行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.21（医療分）】 

緩和医療の普及促進等事業 

【総事業費】 

12,233 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 がん診療拠点病院、医療機関、医師会等 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

高齢化に伴ってがん患者数の増加が見込まれ、がん患者・家

族の苦痛の軽減と質の高い療養生活を送ることができるよ

うにすることが重要であるが、患者や家族に緩和医療に対

する正しい理解や周知、医療従事者の認識も十分ではない

ため、最適な緩和医療が提供できるよう充実していく必要

がある。 

アウトカム指標：地域クリティカルパス導入率 

77％→100％（24 年度→29 年度）  

事業の内容（当初計画） １ 緩和医療についての正しい知識の普及事業 

  がん患者等を含めた府民全体に、誤ったイメージが解

消できるよう緩和医療の普及啓発に努める。 

２ 緩和医療に携わる人材育成事業 

  医療従事者に対し緩和医療に対する正しい知識の普及

や、在宅における緩和医療の提供を支援し地域連携を

強化する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

① 緩和医療についての正しい知識の普及事業 14 か所 

（Ｈ28 までの累計：25 か所→Ｈ29 累計：39 か所） 

② 緩和医療に携わる人材育成事業 18 回 

（Ｈ28 までの累計：50 回→Ｈ29 累計：68 回） 

アウトプット指標 

（達成値） 

① 緩和医療についての正しい知識の普及事業 10 か所 

（Ｈ29 累計：35 か所） 

② 緩和医療に携わる人材育成事業 24 回 

（Ｈ29 累計：74 回） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度指標は未公表のため 

【参考】平成 28 年度：89％ 

（１）事業の有効性 

・普及啓発資料の作成支援等により緩和医療の正しい理解

の普及を促進した。 



   

・緩和ケアに携わる人材養成を行い、緩和医療提供体制の充

実と入院や外来、在宅と切れ目のない緩和医療提供体制

の整備を図った。 

（２）事業の効率性 

・がん診療拠点病院を中心に行うことで、患者に対し効率的

な普及啓発を行った。 

・医師会、がん診療拠点病院を中心に行うことで、病院や診

療所、訪問看護ステーションなどの関係者に対して効率的

に事業推進を行った。 

その他 緩和医療提供体制の整備の一層の推進には、より多くの事

業者へ支援を行い、緩和ケアの普及啓発を行っていく必要

がある。 

医師会が主催する緩和医療人材養成事業では、在宅におけ

る病状緩和や地域の医療資源との連携、多業種連携・在宅医

療との連携など、緩和医療に関する幅広い内容の研修を効

果的に開催することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO．22（医療分）】 

地域医療連携強化事業 

【総事業費】 

4,929 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 がん診療拠点病院 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

府民が地域で、均しく質の高いがん医療を受けることができ

るよう、各医療圏内での地域連携パス運用や在宅を含む緩和

医療提供体制の構築が必要である。 

アウトカム指標： 

地域クリティカルパス導入率  

77％→100％（24 年度→29 年度）  

事業の内容（当初計画） がん患者の状態に応じた医療機能の分化・連携や在宅医療 

の充実等を推進し、医療圏における効果的かつ効率的な医 

療提供体制を構築するために支援する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

連携協議会開催数 8 回（府内全 8 圏域） 

アウトプット指標 

（達成値） 

連携協議会開催数 14 回（府内全 8 圏域） 

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度指標は未公表のため 

【参考】平成 28 年度指標：89％ 

（１）事業の有効性 

・各拠点病院が実施する、地域の関係機関間の連携体制強化

に係る取組及び 2 次医療圏ごとに設置されている連携協議

会の活動を支援することで、医療圏内における役割を明確化

し、機能分担と連携強化を推進した。 

（２）事業の効率性 

・各医療圏のノウハウを有するがん診療拠点病院を中心と

して事業展開することにより、地域の実情に応じた効果的か

つ効率的な施策の決定と実施ができた。 

その他  

 

 

 

 



   

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.23（医療分）】 

高齢者のための新しい口腔保健指導推

進事業 

【総事業費】 

6,250 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府歯科医師会 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

今後、増加が見込まれる在宅患者等に対して、生活の質の向上

や誤嚥性肺炎の予防等のため、居宅や施設における口腔ケアの

充実、在宅歯科医療にかかる提供体制の強化が必要。 

アウトカム指標： 

訪問歯科診療の実施件数の増加 9.7％以上（医療施設調査） 

（平成 26 年度 62,057 件から平成 29 年度 68,082 件への増加

を見込む） 

事業の内容（当初計画） 在宅医療等に係る医療従事者等に対し、機能的口腔ケアについ

て実地研修を行うことにより、機能的口腔ケアの知識等を備え

た医療従事者等の養成を図る。 

※在宅に取り組む医師や看護師等の多職種の医療従事者が、新

たに機能的口腔ケアの「保健指導」も実施できるよう基礎的な

知識やスキルを身に付ける研修。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

機能的口腔ケア実施研修の受講者数（440 名見込み） 

 

アウトプット指標 

（達成値） 

機能的口腔ケア実施研修の受講者数 

⇒324 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 29 年度の指標は未公表 

（参考）平成 28 年度 71,462 件（平成 29 年度目標件数：68,082 件） 

   ※平成 28 年度訪問歯科診療実施診療所数・病院数（計 1,779 件 

 NDB データ）に平成 26 年度における 1医療機関あたりの訪問 

歯科診療件数（40.17 件）を乗じて推計 

（１）事業の有効性 

 本事業の実施により、機能的口腔ケアの知識等を備えた多職

種の医療従事者を効果的に養成できた。これにより、在宅歯科

医療にかかる提供体制の強化を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

 本事業で、事業の手続きについて事業主体に十分な説明を行



   

うことにより、効率的な執行を行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ２ 居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【NO.24（医療分）】 

長期入院精神障がい者退院促進事業 

【総事業費】 

29,134 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、泉州圏域、大阪市圏域、堺市圏域 

事業の実施主体 大阪府（②一般社団法人大阪精神科病院協会への委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

精神科病院に入院中の長期入院者は、全入院者の 6 割を占

めている。地域移行可能な患者の把握に加え、退院後の在宅

における切れ目のない医療・福祉サービスの提供体制の確保

が不十分なため、地域移行が進まない状況。退院した患者の

地域生活を支えるには、福祉サービスのみならず在宅医療サ

ービスが必要不可欠であり、保健・医療・福祉の連携した対

応が必要。 

アウトカム指標： 

1 年以上寛解・院内寛解の状況にある長期入院者の退院数：

Ｈ31 までに 730 人 

（長期入院者数を 9,823 人（Ｈ28）⇒9,093 人（Ｈ31）に減） 

平均在院日数を１か月短縮：Ｈ27（239.1 日全国第５位）⇒

Ｈ31（208.0 日）  

事業の内容（当初計画） 在院機関 1 年以上の寛解・院内寛解患者（Ｈ28 調査：730

人）の退院をめざす取り組みを行う。 

① 地域精神医療体制整備広域コーディネーター（広域 Co）

の配置：各精神科病院と協働で、退院が可能な患者を把

握するための取り組みを企画・実施し、対象者を市町村

へつなぐ。 

② 精神科病院職員研修：府内全精神科病院対象の全体研修

と、広域 Co．が必要と認めた精神科病院ごとに院内職員

に対する研修を実施。 

③ 地域精神医療体制の整備：健康医療部と連携し、退院し

た精神障がい者が、再入院することなく地域の中で適切

に医療サービスを受ける体制を整備する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

病院スタッフ意識の醸成：地域移行の認知度 Ｈ28（79％）

⇒Ｈ29（86％） 

長期入院患者の退院数：Ｈ29（245 名） 

アウトプット指標（達成

値） 

病院スタッフの意識醸成：地域移行の認知度 H29（80％） 

長期入院患者の退院数：H29（234 名）   



   

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 目標値が H31 年度の指標のため 

【参考（H29 年度値）】 

・長期入院者数：9,823 人（H28） 

⇒9,465 人（H29） 

・平均在院日数：239.1 日（H28/全国第 5 位） 

⇒ 228.9 日（H29/全国第 4 位）  

（１）事業の有効性 

広域 Co からの働きかけや院内研修等により、病院職員の

意識が高まったことで、退院につながる可能性の高い患者

を病院主体でピックアップし、患者の状況に応じた意欲喚

起の取り組みを企画・実施することができた。 

（２）事業の効率性 

 広域 Co を配置し、精神科病院が主体的に退院促進の取り

組みを進めるための支援を行うことで、長期入院者に必要

な支援が明確化、市町村へのつなぎをスムーズにすること

により効率的に事業をおこなうことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.25（医療分）】 

医療勤務環境改善支援センター運営事

業 

【総事業費】 

24,510 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府私立病院協会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

医療安全の推進、地域医療の充実のためには、医療従事者の

勤務環境改善等を行い、医療従事者の離職防止を図ることが

必要。 

アウトカム指標：医療従事者の離職率の減少 

13.1％→13.1％以下（28 年度→29 年度）  

事業の内容（当初計画） ・勤務環境改善に関する分析、好事例の情報収集 

・公民連携によるシンポジウムの開催 

・運営協議会の開催、研修（病院管理者向け研修など） 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

センターの支援により勤務環境改善計画を策定する医療機

関数（6 機関） 

アウトプット指標 

（達成値） 

センターの支援により勤務環境改善計画を策定する医療機関 

→2 機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒医療従事者離職率  Ｈ28：13.1％  ⇒  Ｈ29：13.4％ 

（Ｈ27 年度の数字）  （Ｈ28 年度の数字） 

・平成 28 年における就業届出看護職員数は、平成 26 年比 0.6％増

となるなど、離職率は上昇したものの全体数の増加は確認できた。 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、医療勤務環境の改善に関する情報収集および

医療機関への情報提供を行い、勤務環境改善を検討する医療機関の

支援を行う事ができた。 

（２）事業の効率性 

広報・調査・相談窓口と多角的に事業を展開することで、効率的に

勤務環境改善に向けた取り組みを行った。 

その他  

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.26（医療分）】 

病院内保育所施設整備費補助事業 

【総事業費】 

5,402 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

府内の病院では、出産や育児による離職が多い。子育て中の

看護職員をはじめとする医療従事者が育児を理由として離職

することを防止するため、子育て中の医療従事者の働きやす

い環境整備が必要。 

アウトカム指標：大阪府の看護職員離職率の低下 

平成 28 年度 13.1％⇒平成 29 年度 13.1％以下 

事業の内容（当初計画） ・看護職員をはじめとする医療従事者の定着を図るため、医

療従事者の乳幼児を預かる府内病院内保育所の新築、増改築

または改修に要する費用の一部を補助する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

院内保育所施設整備費補助数 3 医療機関 

アウトプット指標（達成

値） 

院内保育所施設整備費補助数   1 医療機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 医療従事者離職率  Ｈ28：13.1％  ⇒  Ｈ29：13.4％ 

（Ｈ27 年度の数字）  （Ｈ28 年度の数字） 

・平成 28 年における就業届出看護職員数は、平成 26 年比 0.6％増と

なるなど、離職率は上昇したものの全体数の増加は確認できた。 

（１）事業の有効性 

従来より医療従事者の乳幼児を預かる府内病院内保育所の

新築、増改築または改修に要する費用の一部を補助してきた

が、基金事業に移行したことで補助率を上げることにより

（1/3→1/2）院内保育所の施設整備を推進した。 

 

（２）事業の効率性 

事前に各病院に意向調査を実施、状況を把握することによ

り適切な補助執行を実施できた。 

その他  

 



   

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.27（医療分）】 

病院内保育所運営費補助事業 

【総事業費】 

3,302,878 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

府内の病院では、出産や育児による離職が多い。子育て中の

看護職員をはじめとする医療従事者が育児を理由として離

職することを防止するため、子育て中の医療従事者の働きや

すい環境整備が必要。 

アウトカム指標：大阪府の看護職員離職率の低下 

平成 28 年度 13.1％⇒平成 29 年度 13.1％以下 

事業の内容（当初計画） 看護職員をはじめとした医療従事者の定着を図るため、病院

内保育所設置者に対し、保育士等の人件費を補助する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

病院内保育所補助件数の増加 Ｈ29 累計：103 医療機関 

Ｈ28 累計：100 医療機関→Ｈ30 累計：116 医療機関 

アウトプット指標 

（達成値） 

Ｈ29 累計：106 医療機関 

（達成率 103%） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 医療従事者離職率  Ｈ28：13.1％  ⇒  Ｈ29：13.4％ 

（Ｈ27 年度の数字）  （Ｈ28 年度の数

字） 

・平成 29 年度は、離職率が 13.4％と平成 28 年度より数値が上がった

が、補助件数は順調に増えており、子育て中の看護職員の離職防止のた

めのニーズが高いことが観察できた。 

（１）事業の有効性 

補助件数が順調に増えていることから、新たな保育所設

置が増えていることが分かり、子育て中の看護職員の勤務

環境改善に寄与している。 

（２）事業の効率性 

 事業実施にあたり、補助金申請に係る注意事項の作成や

様式の電子化を行い、申請における問合せ数を減少し、申請

等の効率化を図った。 

その他  

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 



   

事業名 【NO.28（医療分）】 

地域医療支援センター運営事業 

【総事業費】 

52,777 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府立病院機構に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

府内の周産期や救急医療の医師不足や二次医療圏別での医師

不足地域を解消するため、医師や医学生の周産期、救急医療や

地域医療への誘導が必要。 

アウトカム指標：会員医師数１３５人（平成 28 年末）⇒新会

員（登録医師等）の増加 会員医師数１５５人（平成 29 年度

末） 

事業の内容（当初計画） 地域医療に従事する医師のキャリア形成を支援しながらバラ

ンスのとれた医師確保を推進する。本事業の取り組みにより、

救急医療・周産期医療をはじめとした医師の確保が困難な各分

野の医療提供体制の充実を図る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

○研修受講者 200 人以上 ○医師派遣・あっせん数 ８名 

※地域枠の初めての卒業生が初期臨床研修を修了するのが

Ｈ29 年度末の予定であり、現在、キャリア形成プログラムの

受講対象者がいないことから、「キャリア形成プログラムの

作成数」「地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラ

ム参加医師数の割合」の各指標については設定していない。 

アウトプット指標 

（達成値） 

○研修受講者 198 人 

○医師派遣・あっせん数 15 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 会員医師数 145 人 

※155 人に達しなかったため、大学医局への広報等を強化。 

（１）事業の有効性 

府内の医学部設置大学及び病院の協力の下、救急医療や周産期

医療をはじめとした分野の研修を受け入れるネットワーク体

制を構築し、医師の意向も踏まえながら効率的にキャリアアッ

プを図れるように情報提供と調整を行う中で、当該分野への誘

導及び地域におけるバランスのとれた医師配置を推進したと

考える。 

（２）事業の効率性 

大阪府全体において、まとまった研修ネットワーク体制を構築



   

したことにより、効率的な事業運営ができたと考える。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.29（医療分）】 

地域医療確保修学資金貸与事業 

【総事業費】 

66,607 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内

圏域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

府内の周産期や救急医療の医師不足や二次医療圏別での

医師が不足する地域を解消するため、地域医療を志す医学

生の確保が必要。 

アウトカム指標：府内所定の診療科や施設への就業者数 

5 人（平成 28 年度末）⇒92 人（平成 37 年度末） 

事業の内容（当初計画） 周産期や救急医療などに携わる医師の確保が非常に困難

となっている現状に対応するため、これらの医療分野を志

望する医学生に対し修学資金等を貸与し、医師不足の診療

科や地域での勤務を修学資金の免除要件とすることで将

来的にこれらの分野・地域で勤務する医師を確保する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

医学生向け修学資金貸与者数 15 人 

アウトプット指標（達成

値） 

医学生向け修学資金貸与者数 15 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 目標値は平成 37 年度末の数値のため 

【参考】府内所定の診療科や施設への就業者数 

平成 28 年度末：5 名 → 平成 29 年度末：8 名 

（１）事業の有効性 

本事業を行うことによって、将来、大阪府内の指定診療業

務等において 15 名の医師確保を見込む。 

（２）事業の効率性 

本事業の対象となる医学生が属する各大学において、説明

会を 2 回開催し、本府の地域医療の現状や、本事業の奨学

金を受けるに当たっての注意点を説明し、学生の地域医療

や将来の職業選択に対する主体的意識の涵養を図ること

により、効果的に事務を行なった。 

その他  

 



   

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.30（医療分）】 

産科小児科担当等手当導入促進事業 

【総事業費】 

394,884 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

医師の地域別・診療科別の偏在が生じており、産科・産婦人

科は年々減少傾向にあるため、周産期医療の充実を図り、府

民が安心して出産できるよう、分娩機関・周産期医療に従事

する医師等の確保が必要。 

アウトカム指標： 

手当支給施設の産科・産婦人科医師数： 

Ｈ28 679 人→Ｈ29 679 人以上 

分娩 1,000 件当たりの分娩取扱医療機関勤務産婦人科医師

数：Ｈ26 12.7 人⇒Ｈ30 12.7 人以上（厚生労働省「人口動

態調査」「医師・歯科医師・薬剤師調査」によるもの） 

事業の内容（当初計画） 地域でお産を支える産科医等に対し手当等を支給するととも

に、ＮＩＣＵにおいて新生児医療に従事する医師に対し手当

等を支給することなどにより、処遇改善を通じて周産期医療

を実施する医療機関及び医師等の確保を図る。 

１ 産科医・助産師に分娩手当を支給する医療機関に 

対して補助する。 

２ 産科専攻医に研修医手当を支給する医療機関に 

対して補助する 

３ ＮＩＣＵに入室する新生児を担当する医師に手当を 

支給する医療機関に対して補助する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

○手当支給者数：Ｈ28 1,059 人  ⇒ Ｈ29 1,100 人 

○手当支給施設：Ｈ28 85 医療機関 ⇒ Ｈ29 85 医療機関 

アウトプット指標（達成

値） 

○手当支給者数：Ｈ29 1,095 人 

○手当支給施設：Ｈ29 86 医療機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった  観察できた 

⇒ 手当支給施設の産科・産婦人科医師数： 

 Ｈ28 年度：679 人 → Ｈ29 年度：679 人 

 

⇒ 分娩 1,000 件当たりの分娩取扱医療機関勤務産婦人科医

師数 



   

Ｈ26 年度：12.7 人 ⇒ Ｈ29 年度：13.3 人 

（１）事業の有効性 

 産科や小児科（新生児）科の医師などの処遇改善を行うこ

とによって、産科等医療を担う医療機関や医師の確保に寄与

した。 

（２）事業の効率性 

補助対象を産科医療保障制度加入機関に制限することで、

更なる産科医等の確保につながり、より効率性の高い事業が

実施できた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.31（医療分）】 

精神科救急医育成事業 

【総事業費】 

2,744 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪精神科病院協会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

精神科救急に従事する精神科医は高い専門性が求められ、ま

たその確保は極めて困難な状況であるが、精神科救急医療体

制の維持・確保のため、精神科救急医のさらなる確保が必要。 

アウトカム指標：精神科救急勤務医の増加 0 人→40 人（27

年度→29 年度末） 

事業の内容（当初計画） 精神科救急における若い医師向けの精神科救急についての研

修を行うことで、精神科救急医の育成を行う。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

若手医師の精神科救急研修受講者数 210 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

若手医師の精神科救急研修受講者数 151 人 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

【参考】研修受講者数 671 人のうち 5％が精神科に進むと試算し

て、Ｈ29 年度末時点で 34 人程度が見込まれる。 

（１）事業の有効性 

精神科医、精神科研修医等を対象に、講習会や病院

での実地研修を行うことで、精神科救急に携わる意義

ややりがいを感じることで動機づけを高めることが

でき、今後の精神科病院における精神科救急医の確保

につなげることができた。 

（２）事業の効率性 

本事業の実施にあたり、府内の精神科病床をもつ 

医療機関とのつながりの深い大阪精神科病院協会に委

託したことで、関連機関と円滑に事業を実施し、効率的

に受講者を確保することができた。 

その他  

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.32（医療分）】 

女性医師等就労環境改善事業 

【総事業費】 

222,883 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏域、堺市

圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

女性医師の割合は、今後も増加が見込まれ、出産・育児・介護等によ

る離職が医師不足の一因になるため、女性医師を離職させない、一

時離職した医師が安心して復職できる取組が必要。 

アウトカム指標：府内の全女性医師に占める就業率 

95％→95％以上（26 年度→30 年度） 

（厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」によるもの） 

事業の内容（当初計画） 医療機関が実施する「医師の勤務環境の改善への取組」や 「出産・

育児・介護等により、休職・離職した女性医師等の復職支援への取

組」を支援する。本事業の取り組みにより、医師の定着を図り、安定

的な医師確保に資する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

就労環境改善及び復職支援研修に取り組む医療機関数 30 機関 

アウトプット指標 

（達成値） 

就労環境改善及び復職支援研修に取り組む医療機関数 35 機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省）は、隔年実施のた

め、H29 年度は調査が実施されなかったため。 

【参考】H28 年度：98.87％ 

（１）事業の有効性 

 本事業を実施することによって、補充困難な診療科の医師や離職

を検討していた医師が引き続き勤務が可能となるなど、医師確保・

定着の取組に有効であったと考える。 

（２）事業の効率性 

 大阪府勤務環境改善支援センター（大阪府委託事業）との連携を

図ることにより、効率的に当該事業の課題等を把握ができている。 

その他  

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.33（医療分）】 

新人看護職員研修事業 

【総事業費】 

1,453,084 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府看護協会に委託）、医療機関 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医療の高度化、平均在院日数の短縮等に伴う看護職員への

負担増、医療事故等への精神的不安など様々な要素により、

特に新人看護職員の離職率が高く、適切に看護職員を確保

していくためには、新人看護職員の離職防止の取組が必要。 

アウトカム指標：当該研修実施医療機関における新人看護

職員の離職率 10.37％→10.37％以下（28 年度→29 年度） 

（新人看護職員研修補助金申請時の離職率調査による）  

事業の内容（当初計画） 新人看護職員研修、医療機関受入研修事業、多施設合同研

修 

・ガイドラインに沿った研修を実施する施設に対して補

助。また、研修責任者フォローアップ研修に参加させ

た施設に対し、その受講料の 1/2 相当額を追加補助。 

・単独で研修を実施することができない病院等の新人看

護職員を対象に、府内 8 か所で合同研修を実施。（大阪

府看護協会に委託、同協会が各地域の中小規模病院の

研修責任者と協働し企画・実施） 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

新人看護職員研修の実施医療機関数 150 医療機関 

アウトプット指標（達成

値） 

新人看護職員研修の実施医療機関数 156 医療機関 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 本研修実施医療機関における新人看護職員の離職率 

10.37％（H28 年度）→ 10.29％（H29 年度） 

 

（１）事業の有効性 

本研修事業の実施により、新人看護職員の基本的臨床実

践能力の獲得及び早期離職防止の推進に寄与した。 

 また専任教員養成、実習指導者講習会により、看護師等

養成所の看護教員及び実習指導者の資格取得、質の向上を



   

図る事によって、看護人材の育成環境の整備に繋がった。 

（２）事業の効率性 

研修事業のノウハウを有する大阪府看護協会に一部事業

を委託して行うことにより、効率的・効果的な研修事業を

行うことができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.34（医療分）】 

看護職員資質向上推進事業 

【総事業費】 

39,471 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府看護協会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

高齢化の進展や疾病構造の変化、医療機能の分化などに伴

い、医療ニーズは拡大していくと考えられる。看護に対する

ニーズも高度化、多様化し、これに対応する質の高い人材を

継続的に養成していくため、専門的な知識・技術を持つ専任

教員や実習指導者を養成することが不可欠である。 

アウトカム指標：養成所における資格のある専任教員の充

足率 100％→100％（28 年度→29 年度） （保健師助産師看護

師法施行令第 14 条報告による） 

事業の内容（当初計画） １専任教員養成講習会 

 ・看護職員の養成に携わるものに対して、必要な知識技術

を習得させ、看護教育内容の充実、質の向上を図る。 

２実習指導者講習会 

 ・看護師等養成所の実習施設で指導者の任にある者に対

し、実習の意義、指導者の役割を理解させ、効果的な指

導ができるよう必要な知識、技術を習得させる。 

 ・病院以外の実習施設で指導者の任にある者に、実習の意

義、指導者の役割を理解させ、特定分野の実習における

効果的な指導ができるよう必要な知識、技術を習得さ

せる。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

専任教員養成講習会（定員 50 名）・実習指導者講習会（定

員 240 名）の受講者数 290 名） 

アウトプット指標（達成

値） 

専任教員養成講習会（50 名）・実習指導者講習会（240 名）

の計 290 名が受講 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 養成所における資格のある専任教員の充足率：100％ 

（１）事業の有効性 

実習先が多様化し、実習指導者の養成が急務であり、毎回応

募者が定員を上回っている状況が続いている。正しい指導

方法を学んだ指導者を育成することにより、質の高い人材

養成に資することができた。 



   

（２）事業の効率性 

看護師の養成・指導・実習に対し、蓄積されたノウハウを持

つ大阪府看護協会に委託をすることにより、効率的に事業

を実施。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.35（医療分）】 

看護師等養成所施設整備事業 

【総事業費】 

969,237 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 看護師等養成所 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢化の進展や疾病構造の変化、医療機能の分化などに伴い、

医療ニーズは拡大していくと考えられる。看護に対するニー

ズも高度化、多様化し、これに対応する質の高い看護職員の養

成・確保が必要。 

アウトカム指標：養成者数 4,900 人（H29） 

実績：4,841 人（H28） 

事業の内容（当初計画） ・看護師等養成所における新築、増改築などの施設整備にか

かる経費の一部を補助。 

・看護師等養成所における初度設備（標本、模型及び教育用器

械器具購入）にかかる経費の一部を補助 

・高齢化社会に対応できる質の高い看護職員を養成するため、

「在宅実習室」を整備する看護師等養成所に対して設備整備

（備品）の一部を補助。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

平成 29 年度養成所施設整備事業：4 件 

平成 29 年度養成所初度設備整備事業：2 件 

平成 29 年度養成所教育環境改善設備整備事業：1 件 

アウトプット指標（達

成値） 

平成 29 年度養成所施設整備事業：2 件 

平成 29 年度養成所初度設備整備事業：0 件 

平成 29 年度養成所教育環境改善設備整備事業：0 件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 養成者数 5,069 人 

（１）事業の有効性 

養成所の施設設備を整備することにより、看護職員の教育

環境を改善、質の高い看護職員の養成に寄与した。 

（２）事業の効率性 

事前に各養成所に意向調査を実施、状況を把握することに

より効率的に補助執行できた。 

その他  

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 



   

事業名 【NO.36（医療分）】 

看護師等養成所運営費補助事業 

【総事業費】 

5,376,800 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 看護師等養成所 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢化の進展や疾病構造の変化、医療機能の分化などに伴い、

医療ニーズは拡大していくと考えられる。看護に対するニー

ズも高度化、多様化し、これに対応する質の高い看護職員の養

成・確保が必要。 

アウトカム指標：養成者数 4,900 人（H29） 

実績：4,841 人（H28） 

事業の内容（当初計画） 看護師等養成所における運営費にかかる経費の一部を補助す

る 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

養成所補助件数 55 課程 

アウトプット指標 

（達成値） 

養成所補助件数 55 課程 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 養成者数 5,069 人 

（１）事業の有効性 

保健師、助産師、看護師養成所における養成所運営費に係る

経費の一部を補助することにより、看護師等養成所における

教育内容の充実を図り、看護サービスの向上と看護職員の定

着対策を推進した。 

（２）事業の効率性 

 基準額通りの補助金は、大阪府訪問看護ステーションイン

ターンシップ事業に学年定員の 5～10％程度の学生を参加さ

せる養成所のみとし、参加させない場合は減額とした事によ

り、養成所における学生の在宅看護への関心を高める効果も

生じるなど効率的な事業実施ができた。 

その他  

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.37（医療分）】 

ナースセンター事業 

【総事業費】 

36,777 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（ナースセンター事業は大阪府看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護

ニーズ 

看護師の不足感が高まる中、子育てなどで長い間看護の仕事

から離れている「潜在看護師」が多くいるものの、復職が進ま

ない。潜在看護師の復職支援が必要。 

アウトカム指標：再就業支援講習会受講終了後の再就業率の

増加 68.7％（平成 28 年度）⇒75％（平成 30 年度） 

事業の内容（当初計画） （１）ナースバンクの実施 

  家庭等に潜在している未就業の看護職員の再就業を促進

するため、無料職業紹介を実施する。 

（２）就業協力員の配置 

 『就業協力員』を配置し、府内医療機関やハローワーク等関

係機関との連絡調整等に努め、就業協力員及び相談員を

増員。 

（３）再就業支援講習会の開催 

  退職後のブランクなどにより、再就業に不安を持つ看護

職員の方を対象として、講習会を開催し、現場復帰を支援

する。 

（４）リフレッシュ研修会の実施 

  新卒就業後３年程度の看護職員に対し、同年代の仲間と

の交流を通して心身をリフレッシュさせ、離職防止を図

る。 

（５）地域の病院の出典による就職フェアの実施 

  看護職員が不足する地域で、地域の中小病院や診療所等

を求人施設とした就職フェアを実施し、潜在看護職員を

確保する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

再就業支援講習会受講者数 Ｈ29：のべ 180 人 

アウトプット指標 

（達成値） 

再就業支援講習会受講者数 Ｈ29：のべ 189 人 

（達成率 105%） 



   

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

→ 再就業率 61.9%（平成 29 年度） 

※再就業率は低下しているものの、就職実数においては、平成

29 年度は 117 人となり、昨年（125 人）と同様に 100 人以上

の再就職を確保できた。 

（１）事業の有効性 

・職業紹介・就業協力員の設置・講習会等により、潜在看護師

の再就職や卒後 3,4 年目の看護師の定着を促進するとともに、

看護師の地域偏在の解消を図ることができた。 

・看護師雇用にかかる病院の負担を軽減し、より積極的な看

護師の雇用につなげることができた。 

（２）事業の効率性 

 ハローワークとの連携を図る事により、効率的に再就業者

を確保できた。また、これまでの蓄積されたノウハウを、研修

実施に活用する事で、効果的に実施することができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.38（医療分）】 

医療対策協議会運営事業 

【総事業費】 

161 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内

圏域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医師は全国の状況と比較すると一定確保されているが、地

域別・診療科別の偏在が生じている状況等を踏まえ、医療

提供体制の整備、医療機関の機能分担や連携の推進、医師

の確保や医療機関への配置、地域医療を担う医師の生涯を

通じた教育研修体制の整備等について、大阪府の実情に適

した効果的な対策の検討が必要。 

アウトカム指標：府内の医師の確保と適正配置を行う 

   Ｈ26 24,260 人⇒ Ｈ30 24,260 人以上 

（厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」によるもの） 

事業の内容（当初計画） 救急医療、災害医療、周産期医療及び小児救急を含む小児

医療等の医療従事者の確保及びその他本府において必要

な医療の確保に関する施策について調査審議するため医

療対策協議会を設置する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

医療対策協議会開催数 3 回 

アウトプット指標（達成

値） 

医療対策協議会開催数 2 回 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった  観察できた 

Ｈ26 24,260 人⇒ Ｈ29 25,003 人（Ｈ28 年の数字） 

 743 人増加し医師の確保ができた。 

 また、臨床研修医の適正な配置を行った。 

 

（１）事業の有効性 

 医師養成機関や、病院等医療関係団体、患者団体の代表

者等による協議の場を設けることによって、医師確保や養

成に関する事業について、適切な意思決定ができたと考え

る。 

 

（２）事業の効率性 



   

 本協議会を開催するにあたり、事前に意見聴取を行い、

協議会当日の議論を円滑に進めることにより効率的に進

行した。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.39（医療分）】 

小児救急電話相談事業 

【総事業費】 

52,684 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（エヌ・ティ・ティデータ関西に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

核家族化が進む中、子どもの急病時の対応方法に不安を感じ

る保護者の不安を解消し、救急医療の適正利用を促すこと

で、夜間の二次救急等の医療機関の負担軽減が必要。 

アウトカム指標：適切な小児夜間救急利用の促進（平日昼間

での受診促進割合） 

84％→84％以上（28 年度→29 年度） 

事業の内容（当初計画） 小児科医の支援体制のもと、子どもの急病時の対応方法に関

する相談に看護師が電話にて対応する。 

保護者等の家庭看護力を向上させるとともに、適切な受診行

動を促すことで夜間の二次救急病院等への患者集中を緩和

し、負担軽減を図る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

年間相談件数 40,000 件 

アウトプット指標 

（達成値） 

年間相談件数 58,187 件 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

平日昼間の受信促進割合 

⇒ 平成 28 年度：84% → 平成 29 年度：84% 

（１）事業の有効性 

相談件数は、増加傾向にあり、保護者からの高い需要がある。ま

た、電話相談の内容として、受診に関しての相談が多い中、夜間救

急の受診や救急車を呼ぶようにといった対応は 16％（平成 29 年

度）にとどまっており、適切な受診行動の促進ができた。 

（２）事業の効率性 

事業実施にあたり、ノウハウを蓄積したエヌ・ティ・ティデータ

関西に委託することにより効率的な事業運営を行った。また、受

診先医療機関の紹介にあたっては、救急医療情報センターの紹介

等、他の機関への橋渡しも行い、救急医療資源の効率的な利用が

図られた。 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.40（医療分）】 

小児救急医療支援事業 

【総事業費】 

1,335,860 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 府内市町村（二次医療圏単位の幹事市） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

小児救急医療に従事する医師の不足等により、受入体制の確

保が困難となっている中、休日・夜間における入院治療が必

要な小児救急患者の受入体制（二次救急医療体制）の確保が

必要。 

アウトカム指標：大阪府内の小児死亡率（1 歳から 14 歳） 

8.8（28 年度）→8.8 未満（29 年度） ※10 万対 

事業の内容（当初計画） 休日・夜間において入院治療が必要な小児救急患者の受入体

制を確保することにより、子どもの病気、けが等の急変時に

迅速かつ適切な医療を提供する。 

具体的には、市町村において、地域ブロック単位での輪番制

等により休日・夜間に小児救急患者を受け入れる医療機関を

確保する事業を実施し、府は事業実施にかかる費用を補助す

る。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

休日・夜間における小児救急医療体制の確保（各二次医療圏） 

体制確保医療圏域数：6 医療圏＋大阪市 4 基本医療圏 

アウトプット指標 

（達成値） 

休日・夜間における小児救急医療体制の確保（各二次医療圏） 

体制確保医療圏域数：6 医療圏＋大阪市 4 基本医療圏 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 大阪府内の小児死亡率（1 歳から 14 歳） 

平成 28 年度 8.8 → 平成 29 年度 10.1 ※10 万対 

【参考】小児救急死亡率はほぼ横ばいを維持している。 

0.054%（28 年度）→0.078%（29 年度） 

※小児の救急搬送は絶対数が少なく、年度ごとの増減が発生

しやすいが、小児死亡数および、救急搬送における死亡率に

ついてもほぼ横ばいを維持できている。 

（１）事業の有効性 

本事業により輪番等で受入医療機関を確保することで、以

下の 2 点が実現した。 

① 医師をはじめとする医療従事者確保の観点から、受入体



   

制の確保が容易ではない休日・夜間の小児救急医療体制

が確保され、小児救急患者の円滑な搬送受け入れが促進

された。 

②小児救急医療に従事する医師等の負担軽減につながった。 

（２）事業の効率性 

 市町村が行う地域ブロック単位での小児救急医療体制運

営事業に対して助成をすることによって効率的な事業実施

を行った。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.41（医療分）】 

災害医療体制確保充実事業 

【総事業費】 

6,480 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（大阪府医師会に委託） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

南海トラフ巨大地震では、約 8 万～9 万人もの負傷者が見込

まれているが、DMAT をはじめとする災害時の医療資源は

700 人程度と圧倒的に不足。そのため多数の負傷者を、適切

な医療機関で迅速に診療できるような診療体制の確保が求

められる。 

アウトカム指標：災害医療の知識等を備えた医療従事者の増

加 499 人→731 人（28 年度→29 年度） 

事業の内容（当初計画） 救急・災害医療に不慣れな医療スタッフが最低限の災害に対

する知識とトリアージの手法を取得することで、災害時に入

院治療を要さない被災患者が災害医療機関になだれ込むの

を防ぎ、必要な患者を必要な医療機関で診療できる体制を確

保できるよう研修を実施する。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修開催回数 8 回（初級コースにより災害医療従事者を養成

し、さらに既存受講者の技能の向上を図ることができるよ

う、中級コースを設け研修メニューを充実させる） 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修受講者数 232 人(初級 61 人、中級 171 人) 

研修 8 回（初級 3 回、中級 5 回） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた  

⇒ 災害発生時の急性期医療を担う医療従事者の確保  

研修修了者：499 人（H28 年度）⇒731 人（H29 年度） 

 

（１）事業の有効性 

計 8 回の研修で計 232 人の医療従事者がトリアージや外傷

初期診療など災害医療に関する基礎知識などを習得し、急性

期医療を担う医療従事者を養成した。 

（２）事業の効率性 

救急・災害医療に精通した大阪府医師会に委託することによ

り、普段、救急・災害医療に携わらない医療機関に対して、

より実践的なプログラムと運営法の検討実施する事ができ、



   

効率的に医療機関に複数名の災害医療従事者を確保するこ

とができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ４ 医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.42（医療分）】 

治験ネットワーク機能構築事業 

【総事業費】 

9,315 千円 

事業の対象となる区域 豊能圏域、三島圏域、北河内圏域、中河内圏域、南河内圏

域、堺市圏域、泉州圏域、大阪市圏域 

事業の実施主体 大阪府（医療機関に委託、一部直執行） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

・治療促進は、革新的医薬品等の早期実用化の喫緊の課題

であるが、治験に必要な症例（該当患者）の問合せ、審

査、契約、進捗管理（施設訪問）など、製薬企業と医療

機関の双方に負担。 

・そのため、ネットワークによる共同治験により、調整窓

口や審査機能を一元化することで効率化し、双方の負担

軽減が必要。 

・また、治験にかかる医師等の業務負担軽減にあたっては、

ＣＲＣ（臨床研究コーディネーター）が調整等を行うこ

とが不可欠であるものの、その人材不足が深刻であるた

め、潜在看護師＊等向けの養成研修を行い、人材を育成す

ることが必要。 

＊就業看護師数が 150 万人に対し潜在看護師は 71 万人（Ｈ

23 推計：全国値） 

アウトカム指標：大阪府の看護職員離職率の低下 

平成 28 年度 13.1％ ⇒ 平成 30 年度 13.0％  

事業の内容（当初計画） ① 治験ネットワークの窓口機能（治験ネットワーク内及び

治験依頼者との調整、共同ＩＲＢの運営効率化）を整備。 

② 在看護師等を対象にＣＲＣ養成研修を実施。 

アウトプット指標 

（当初の目標値） 

研修受講者数 36 人／年（Ｈ28）→50 人／年（Ｈ29） 

アウトプット指標 

（達成値） 

研修受講者数 57 人／年（Ｈ29） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

観察できなかった ・ 観察できた 

⇒ 平成 30 年度の指標は未公表 

【参考】H28 年度：13.1％ ⇒ H29 年度：13.4％ 

（H27 年度指標）      （H28 年度指標） 

 

・離職率は上昇しているものの、平成 28 年における就業



   

届出看護職員数は、平成 26 年比 0.6％増となるなど、全

体数の増加は確認できた。 

（１）事業の有効性 

治験ネットワークにおいて、引き続き認知度向上のため

の広報活動及び治験依頼者ニーズの把握に努めるととも

に、調整窓口や審査機能の一元化を実現した。 

また、研修を実施することで、治験に必要な基礎知識を

有する CRC を養成した。 

これらにより、「治験業務従事者の負担軽減」につなげた。 

（２）事業の効率性 

調達方法や手続きについて行政の方法を紹介すること

で、一定の共通認識のもとで事業を執行することができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業  

事業名 【NO.1（介護分）】 

大阪府介護施設等整備事業 

【総事業費】 

558,462 千円 

事業の対象となる区域 大阪府全域 

事業の実施主体 大阪市、堺市、豊中市、池田市、摂津市、枚方市、寝屋川市、東

大阪市、河内長野市、大阪狭山市、和泉市、阪南市、大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域密着型サービス施設

等の更なる整備等が求められる。 

アウトカム指標：住まい・医療・介護など一体的に提供される地

域包括ケアシステム構築の推進。 

事業の内容（当初計画） 地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域の実情に応じた介

護サービス提供体制の整備等を支援する。 

① 域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

② 介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を

行う。 

③ 高齢者の居住環境の質の向上を図るため既存施設等の改修

に対して支援を行う。 

④介護サービスの改善を図るための既存施設等の改修に対し
て支援を行う。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

高齢者が可能な限り住み慣れた地域において継続して日常生活

を営むことを可能とするため、地域密着型サービス等、地域の実

情に応じた介護サービス提供体制の整備を促進する。 

 

整備予定施設等 

地域密着型特別養護老人ホーム 6 か所（400 床） 

小規模多機能型居宅介護事業所 7 か所 

認知症高齢者グループホーム 6 か所 

 

 

アウトプット指標（達成

値） 

・平成 29 年度に実施した地域密着型特別養護老人ホームの整備

については、平成 27 年度、平成 28 年度の積立分を適用し整備し

ているため、主な目標値については 0 となっているが、介護施設

等の施設開設準備経費等支援事業、定期借地権設定のための一時

金の支援、プライバシー保護のための改修支援事業に適用してい

る。 



   

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：住まい・医療・介護など

一体的に提供される地域包括ケアシステム構築の推進。観察でき

た。地域密着特別養護老人ホームの定員数が平成 29 年 4月 2,822

人→平成 30 年 4 月 3,335 人となった。 

 

（１）事業の有効性 

（特別養護老人ホーム（広域型含む）の待機者減  

（平成 29 年 4 月 9,516 人→平成 30 年 4 月 9,129 人）等 

地域ニーズに合った地域包括ケアシステムの構築を図ることが

できた。 

（２）事業の効率性 

 圏域調整介護等や日頃の進捗管理等により、市町村等と  

 の連携を強化し、事業を効率的に進めることができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

               

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,16-1（介護分）】 

認知症ケア人材育成事業（大阪府） 

【総事業費】 

18,016 千円 

事業の対象となる区域 
大阪府全域 

事業の実施主体 大阪府他（大阪府社会福祉協議会等へ委託他） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

2025 年には大阪府内の認知症高齢者は約 47 万人と推計

され、平成 24 年時点（約 32 万人）より 15 万人増加するこ

とが見込まれている。 

アウトカム指標： 

認知症の対応力向上 

事業の内容（当初計画） 以下の研修等を実施する。 

・認知症対応型サービス事業開設者研修（大阪府社会福祉協

議会へ委託） 

・認知症対応型サービス事業管理者研修(同上） 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修(同上） 

・認知症介護基礎研修 

・認知症指導者フォローアップ研修（認知症介護研究・研修

大府センターへ委託） 

・認知症サポート医養成研修（国立長寿医療研究センターへ

委託） 

・認知症サポート医フォローアップ研修（大阪府医師会へ委

託） 

・かかりつけ医認知症対応力向上研修（同上） 

・一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 

・歯科医師認知症対応力向上研修（大阪府歯科医師会へ委

託） 

・薬剤師認知症対応力向上研修（大阪府薬剤師会へ委託） 

・看護職員認知症対応力向上研修（大阪府看護協会へ委託） 

・認知症初期集中支援チーム員研修事業（国立長寿医療研究

センターが実施） 

・認知症地域支援推進員設置事業（認知症介護研究・研修東

京センターが実施） 



   

アウトプット指標（当初

の目標値） 

目標開催数 目標受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 2 50

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 2 130

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 2 70

4 認知症介護基礎研修 4 400

5 認知症指導者フォローアップ研修 - 3

6 認知症サポート医養成研修 - 40

7 認知症サポート医フォローアップ研修 2 150

8 かかりつけ医認知症対応力向上研修 2 130

9 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 3 900

10 歯科医師認知症対応力向上研修 2 200

11 薬剤師認知症対応力向上研修 2 260

12 看護職員認知症対応力向上研修 1 100

13 認知症初期集中支援チーム員研修 - 69

14 認知症地域支援推進員設置事業 - 45

研修名称

 

アウトプット指標（達成

値） 

開催数 受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 2 26

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 2 112

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 2 51

4 認知症介護基礎研修 4 517

5 認知症指導者フォローアップ研修 - 3

6 認知症サポート医養成研修 - 40

7 認知症サポート医フォローアップ研修 2 137

8 かかりつけ医認知症対応力向上研修 2 270

9 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 3 1037

10 歯科医師認知症対応力向上研修 2 206

11 薬剤師認知症対応力向上研修 2 334

12 看護職員認知症対応力向上研修 1 95

13 認知症初期集中支援チーム員研修 - 81

14 認知症地域支援推進員設置事業 - 50

研修名称

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

認知症初期集中支援チーム及び認知症地域支援推進員は

平成 30 年 4 月に全市町村で設置完了した。 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、認知症の人を支える良質な介護を担

うことができる人材の養成が進んだ。また、地域における認

知症の早期発見・早期診断の体制構築とともに、医療機関に

おける身体合併症への適切な対応力の向上が図られた。 

（２）事業の効率性 

本事業については、適切な機関へ事業委託等を行ったこと

により、効率的に事業の執行ができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 



   

                                                                           

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,16-1（介護分）】 

認知症ケア人材育成事業（大阪市） 

 

【総事業費】             

4,153 千円 

事業の対象となる区域 大阪市域 

事業の実施主体 大阪市他（大阪市社会福祉協議会等へ委託他） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

大阪市はひとり暮らし高齢者が政令指定都市の中で最も

多く、平成 26 年 10 月現在、介護保険利用している認知症

高齢者は約 63,000 人、この他に推計で約 36,000 人の認知

症高齢者が介護サービスを利用することなく誰にも気づか

れず、地域の中に潜在している。 

 

アウトカム指標： 

認知症の対応力向上 

事業の内容（当初計画） 以下の研修等を実施する。 

・認知症対応型サービス事業開設者研修（大阪府社会福祉協

議会等へ委託） 

・認知症対応型サービス事業管理者研修(同上） 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修(同上） 

・認知症介護基礎研修 

・認知症指導者フォローアップ研修（認知症介護研修研究大

府センターへ委託） 

・認知症サポート医養成研修（国立長寿医療研究センターへ

委託） 

・認知症サポート医フォローアップ研修（大阪府医師会へ委

託） 

・かかりつけ医認知症対応力向上研修（同上） 

・一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 

・歯科医師認知症対応力向上研修 

・薬剤師認知症対応力向上研修 

・看護職員認知症対応力向上研修 



   

アウトプット指標（当初

の目標値） 

開催数 受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 2 90

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 2 120

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 2 30

4 認知症介護基礎研修 3 300

5 認知症指導者フォローアップ研修 2 3

6 認知症サポート医養成研修 1 20

7 認知症サポート医フォローアップ研修 2 50

8 かかりつけ医認知症対応力向上研修 1 100

9 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 3 700

10 歯科医師認知症対応力向上研修 1 200

11 薬剤師認知症対応力向上研修 1 200

12 看護職員認知症対応力向上研修 3 90

研修名称

 

アウトプット指標（達成

値） 

開催数 受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 2 16

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 2 97

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 2 51

4 認知症介護基礎研修 3 287

5 認知症指導者フォローアップ研修 2 2

6 認知症サポート医養成研修 1 20

7 認知症サポート医フォローアップ研修 2 104

8 かかりつけ医認知症対応力向上研修 1 175

9 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 2 460

10 歯科医師認知症対応力向上研修 1 126

11 薬剤師認知症対応力向上研修 1 229

12 看護職員認知症対応力向上研修 1 83

研修名称

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

当初計画での受講総数は 1,813 人。平成 29 年度受講者実

績総数は 1,650 人であった。目標値には、わずかに足りてい

ないが、一定目標には達しているため、認知症対応力の向上

につながっている。 

 

（１）事業の有効性 

 本事業の実施により、認知症の人を支える良質な介護を

担うことができる人材の養成が進んだ。また、地域におけ

る認知症の早期発見・早期診断の体制構築とともに、医療

機関における身体合併症への適切な対応力の向上が図ら

れた。 

（２）事業の効率性 

  本事業については、適切な機関へ事業委託等を行ったこ

とにより、効率的に事業の執行ができた。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 



   

                                                                            

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,16-1（介護分）】 

認知症ケア人材育成事業（堺市） 

【総事業費】 

1,971 千円 
 

事業の対象となる区域 
堺市全域 

事業の実施主体 堺市他（大阪府社会福祉事業団等へ委託他） 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

2025 年には大阪府内の認知症高齢者は約 47 万人と推計

され、平成 24 年時点（約 32 万人）より 15 万人増加するこ

とが見込まれている。 

 

アウトカム指標： 

認知症の対応力向上 

事業の内容（当初計画） 以下の研修等を実施する。 

・認知症対応型サービス事業開設者研修（大阪府社会福祉事

業団へ委託） 

・認知症対応型サービス事業管理者研修(同上） 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修(同上） 

・認知症介護基礎研修（同上） 

・認知症介護指導者フォローアップ研修（認知症介護研究・

研修大府センターへ委託） 

・認知症サポート医養成研修（国立長寿医療研究センターへ

受講者派遣） 

・かかりつけ医認知症対応力向上研修 

・病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 

・歯科医師認知症対応力向上研修 

・薬剤師認知症対応力向上研修 

・看護職員認知症対応力向上研修 



   

アウトプット指標（当初

の目標値） 

開催数 受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 1 10

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 1 30

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 1 10

4 認知症介護基礎研修 4 200

5 認知症指導者フォローアップ研修 ー 2

6 認知症サポート医養成研修 ー 5

7 かかりつけ医認知症対応力向上研修 1 40

8 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 1 30

9 歯科医師認知症対応力向上研修 1 30

10 薬剤師認知症対応力向上研修 1 30

11 看護職員認知症対応力向上研修 1 30

研修名称

 

アウトプット指標（達成

値） 

開催数 受講人数

1 認知症対応型サービス事業者開設者研修 1 3

2 認知症対応型サービス事業者管理者研修 1 20

3 小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 1 20

4 認知症介護基礎研修 4 199

5 認知症指導者フォローアップ研修 ー 2

6 認知症サポート医養成研修 ー 5

7 かかりつけ医認知症対応力向上研修 1 27

8 一般病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修 1 15

9 歯科医師認知症対応力向上研修 1 38

10 薬剤師認知症対応力向上研修 1 9

11 看護職員認知症対応力向上研修 1 26

研修名称

 

 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

認知症の対応力向上 

観察できた。  

サポート医養成数 5 人、研修（介護）終了者数 244 人、 

研修（医療）修了者数 115 人 

 

（１）事業の有効性 

本事業を実施することで認知症高齢者に対する介護サ

ービスの充実が図られる。 

また、認知症サポート医の養成、かかりつけ医やその他

医療従事者への研修の実施により、認知症の早期診断、早

期対応のための支援体制の構築が促進される。 

（２）事業の効率性 

認知症介護指導者に講師を依頼することにより専門性

の高い研修を実施することができた。 

また、国立長寿医療研究センターへの研修の受講を支援

することにより、認知症サポート医の養成が進み、サポー

ト医等による医療従事者への研修も効率的に行われた。 

その他  

 

           

 



   

                                                             

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,17-1（介護分）】 

生活支援コーディネーター養成研修事業 

【総事業費】 

457 千円 

事業の対象となる区域 
大阪府全域 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域包括ケアシステム構築のために自助・互助となる生活支

援の充実を図る必要がある。 

アウトカム指標： 

生活支援サービスの充実 

事業の内容（当初計画） 国の中央研修受講者及び外部有識者を講師とした研修を

実施する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・第 1 層生活支援コーディネーターを 74 人養成する。 

 ※大阪市（24 区）・堺市（7 区）は区単位 

・第 2 層生活支援コーディネーターを 261 人養成する。 

 ※地域包括支援センター数と同数 

 ・平成 27 年度は第 1 層 

 ・平成 28 年度～平成 29 年度は第 2 層 

アウトプット指標（達成

値） 

4 回の研修会により、第 1 層・第 2 層コーディネーター

（予定者や協議体関係者等を含む。）延べ 215 名に研修を行

った。 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

府内全市町村において、第 1 層又は第 2 層生活支援コー

ディネーターが配置される。 

（１）事業の有効性 

生活支援コーディネーター、協議体ともに各市町村とも

設置が進んでおり、生活支援体制の整備が着実に図られて

いる。 

 

（２）事業の効率性 

民間団体との共催とすることで、会場使用料、講師謝礼

や運営スタッフ人件費の経費節減ができた。 

その他  

      

 



   

                                                                                                                                         

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,17-2（介護分）】 

地域包括ケア等充実・強化支援事業 

【総事業費】 

237 千円 

事業の対象となる区域 
大阪府全域 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

地域包括ケアシステムの構築のため地域ケア会議の充実が

求められる。 

アウトカム指標：  

5 つの機能（個別事例検討、地位課題の抽出、社会資源の活

用、施策形成）を満たした地域ケア会議を府内全市町村で展

開。 

事業の内容（当初計画） ・高齢者の有する能力を最大限に活用した自立型ケアプラ

ンの支援や地域の課題を把握し、その方策検討を担う地域ケ

ア会議は重要な役割を課されており、都道府県が全体的なビ

ジョンを市町村に示し市町村格差が広がらないよう研修を

行う。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 
地域ケア会議充実・強化支援研修を 2 回実施する。 

アウトプット指標（達成

値） 
地域ケア会議充実・強化支援研修を 2 回開催（7 月,3 月） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

5 つの機能（個別事例検討、地位課題の抽出、社会資源の

活用、施策形成）を満たした地域ケア会議を府内全市町村で

展開。 

機能別の地域ケア会議の開催状況について、10 月を目途

に府内市町村に対し調査予定。 

（１）事業の有効性 

本事業により 276 名（7 月 66 名,3 月 210 名）の市町村

職員及び地域包括支援センター職員が研修に参加し、自立

支援・重度化防止に向け一定の共通認識を持つことがで

き、地域ケア会議開催に向けた体制の構築が図られた。 

（２）事業の効率性 

研修ごとに対象者を絞り、事前登録制にすることで会場

規模を適切なものとした。また、対象者が同じ研修を合

同で開催することにより経費の節減を図った。 



   

 

事業の区分 ５．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO,20（介護分）】 

介護予防活動普及展開事業 

【総事業費】 

3,813 千円 

事業の対象となる区域 ・大阪府全域 

・モデル 5 市町 

事業の実施主体 大阪府 

事業の期間 平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

大阪府においては年齢調整後の要介護認定率や被保険者１

人当たり介護費が全国一高いことから、市町村や保険者が主

体となった介護予防・自立支援の取組の強化が求められる。 

アウトカム指標： 

市町村における介護予防や高齢者の自立支援施策の推進 

事業の内容（当初計画） （１）研修 

・トップセミナー 

・専門職向けガイドライン研修会 

・介護サービス事業所代表者向けガイドライン研修会 

・平成 29 年度モデル 5 市町及び地域包括支援センター等を

対象とした研修会  

・効果的な短期集中Ｃ事業の実地研修会      

（２）介護予防活動普及展開事業戦略会議（年 3 回開催） 

・第 1 回戦略会議 

    スーパーバイザーの助言を得てモデル市町における事

業推進の戦略をたてる。 

 ・第 2 回戦略会議 

スーパーバイザー、アドバイザー、モデル市町等が参

画する介護予防市町村支援委員会を設置し、モデル市町

における地域特性をふまえた自立支援型ケアマネジメン

トの実践方法を検討する。 

・第 3 回戦略会議 

   府内全市町村を対象に、モデル市町のおける事業の取

組みを情報共有することにより、府内市町村における施

策の推進を図る。 

（３）アドバイザー養成及び派遣（リハビリテーション専門職

等の広域派遣調整） 

公益社団法人大阪府理学療法士会、一般社団法人大阪府

作業療法士会、一般社団法人大阪府言語聴覚士会から推薦

されたリハビリテーション専門職（PT,OT,ST）に、アドバ



   

イザーとしての活動を大阪府より依頼する。 

大阪府は、モデル 5 市町にアドバイザーを派遣し、自立支

援型地域ケア会議の推進と定着を支援する。アドバイザー

は、モデル市が開催する自立支援型地域ケア会議に出席し、

必要な助言及び支援を行うとともに、市町村の実情に応じ

て研修会の講師等を担う。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・トップセミナーの開催 1 回 

・専門職向けガイドライン研修会の開催 1 回 

・介護サービス事業所代表者向けガイドライン研修会の開催

1 回 

・アドバイザーの養成 10 名 

・モデル市町へのアドバイザーの派遣回数 40 回 

・モデル市町における自立支援型地域ケア会議の開催回 100

回 

・モデル市町における自立支援型地域ケア会議で検討された

事例数 250 例 

アウトプット指標（達成

値） 

・トップセミナー開催：1 回、98 名 

・専門職向けガイドライン研修会開催：1 回、508 名 

・介護サービス事業所代表者向けガイドライン研修会開 

催：1 回、210 名 

・アドバイザー養成：10 名 

・モデル市町へのアドバイザー派遣回数：39 回 

・モデル市町における自立支援型地域ケア会議開催：99 回  

・モデル市町における自立支援型地域ケア会議検討事例数：

335 例 

・PT・OT・ST 指導者育成研修会：4 回、518 名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

 市町村における介護予防や高齢者の自立支援施策の状況に

ついては、平成 30 年度調査予定。 

（１）事業の有効性 

本事業の実施により、市町村や保険者が主体となった介

護予防・自立支援の取組の強化のために必要な人材の育成

が進んだ。 

（２）事業の効率性 

本事業は、厚労省モデル事業としてプログラムに則って

行うことで効率的に実施できた。 

その他  
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